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☆平成 28 年度 第７０回入学式 校長式辞☆
豊渓中学校には、二十本以上の桜の木があり、みなさんの入学を祝福してくれていま

す。本校は、今年、開校七十年の記念すべき年を迎えます。また、来年には、七十周年

の記念行事を開催する予定です。この良き日に、地域小学校の校長先生をはじめ、多く

のご来賓の皆様、保護者の皆様のご臨席を賜り、入学式を挙行できますことを心から感

謝申し上げます。

新入生のみなさん、入学おめでとう。豊渓中学校へようこそ。五十名のみなさんは、

今日から本校の生徒となりました。これからの３年間、中学校での勉強は、みなさん一

人一人が、将来どう生きていくかを見つけるための、とても大切な三年間になります。

今、そのスタートラインに立ったわけです。みなさんの抱いている新たな夢や決意、心

地よい緊張感。その新鮮な気持ちを、忘れず、持ち続けて欲しいと思います。私からは、

三つのお話をします。

一つめは、豊渓中学校のスローガンです。『君が知らない先生がいても、君を知らな

い先生はいない』という言葉です。これは、生徒一人一人を大切にする学校の姿勢を表

現したものです。教科の勉強はもちろん、生徒会活動、学校行事、部活動、地域の行事

への参加を通して、皆さんの力をどんどん伸ばしていこうとする教職員の気持ちが込め

られています。二つ目は、教育目標です。『健康で心豊か そしてよく学ぶ人』を本校

は育てています。体的には次のような生徒の育成を目指しています。

①自他共に生命・人権を尊重する生徒

②心身ともに健康で、自らを鍛え、生涯にわたって

学び続ける力を育む生徒

③夢を抱き、たくましく生き抜く生徒

④思いやりがあり、励まし鍛え合う生徒

⑤豊かな感性を育み、素直で前向きな考えができる生徒

⑥責任を果たし、喜んで奉仕する生徒

⑦主体的に学び、基礎・基本を身につける生徒

です。是非、自分を磨いていって下さい。

三つめは、豊渓中学校で築いて欲しい『絆』です。家族との絆、友達との絆、地域

との絆です。私たちは、共に認め合い、助け合い、支え合うという心を学ばなくてはい

けません。中学校では、多くの仲間との出会いがあり、共に成長し合って行きます。い

じめを許さず、友達が困っている時こそ手を差し伸べ、支え合ってこそ、本当の仲間で

あり、「友」であります。中学校生活の様々な関わり合いを通して、たくさんの「友情」

や「絆」を育んで欲しいと願っています。

最後になりましたが、保護者の皆様にご挨拶を申し上げます。本日は、お子様のご入

学、誠におめでとうございます。今後３年間、皆様のご期待に応えるべく、私ども教職

員一同全力で指導に当たって参ります。お子様の成長には、家庭と学校と地域とが連携

し、同一歩調であることが大切になってきます。お気づきの点は、担任や学年の教員と

連絡を密に取っていただき、一緒に考え、子どもにとって最良の方策を見つけ出して参

りたいと思います。また、スクールカウンセラーや心のふれあい相談員も配置されてい

ますので、何でも相談して下さい。保護者の皆様のご理解とご協力をいただきますよう、

お願い申し上げます。

それでは、新入生の皆さん、この３年間が皆さんにとって充実した中学校生活になる

ことを祈念し、式辞とします。 校長 日下石直美

平成28年4月15日

練馬区立豊渓中学校
第2号

発行：校長日下石直美
入学式

教育目標『健康で心豊か そして よく学ぶ人』

豊渓中だより



- 2 -

☆ＰＴＡ会長 原田幸徳 様のご祝辞☆

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。私は今年度ＰＴＡ会長を務めること

になりました原田幸徳と申します。宜しくお願いします。

先ほど、校長先生からスローガンについてのお話がありました。実は最近知り合った

方に、豊渓中学校の卒業生がいました。私より一回りほど年上の方でしたが、次期ＰＴ

Ａ会長になることを伝えるとスローガンについて逆に質問されました。その時、私は恥

ずかしながら全く知らなかったのですが、「君が知らない先生がいても、君を知らない

先生はいない」と教えられました。皆さんより四十年先輩が同じスローガンのもと中学

校生活を送ったことを思うと、この豊渓中学校の温かな思いを強く感じました。あらた

めて、いい学校に子どもを通わせることが出来ていることを嬉しく思いました。

さて、皆さんは三年後には大きな選択をします。もがき苦しむ三年間かもしれません

が、この時であった友人は一生のものになります。ぜひ、多くの友人を作って下さい。

いい出会いをして下さい。

私の大好きなシンガーソングライター浜田省吾さんの作品「終わりなき疾走」に

『十五の時通りのウィンドウに飾ってあったギターを見たとき

稲妻が俺の体躯け抜け 全ての夢が走り出し・・・』

と言う歌詞があります。六十歳を超えた現在でも精力的に音楽活動を続ける彼は、

「初恋」という作品の中で音楽、ロックンロールについて、

『今も夢中で追いかけている』

と表現しています。一生をかけて追求するものに十五の時に出会ったわけですね。皆さ

んにも素敵な出会いがあることを願います。楽しみですね。興味があったら検索してみ

て下さい。

保護者の皆様、本日はおめでとうございます。子ども達のはつらつとした姿、素敵で

すね。本日は、我々保護者にとっても素敵な出会いです。お互いの親交を深め、子ども

達をバックアップしていきましょう。ぜひ、ＰＴＡ活動に積極的に参加していただきた

いと思います。

ご来賓の皆様、本日は足元の悪い中ありがとうございます。子ども達が安全で安心し

て中学校生活が送れるようにご協力、ご支援を宜しくお願いします。

これで、ＰＴＡ会長の挨拶とさせていただきます。
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☆在校生代表 歓迎の言葉☆

新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。私達豊渓中学校全生徒は、みなさ

んが入学されるのを楽しみにしていました。

今みなさんの心の中にはたくさんの期待とともに、たくさんの不安もあると思います。

そこで、みなさんの不安を少しでもなくすためにこの学校について紹介をさせていただ

きます。

まず、この学校はとても歴史のある学校です。練馬区でも一番古い学校の一つで、創

立七十周年を迎えます。このあとに歌う校歌もおよそ六十年前に作られたものです。ま

た、この学校は他の学校と比べ生徒数が少ないです。その分お互いのつきあいも深くな

り、生徒同士の仲がとてもよいのです。二番目は、何と言っても行事です。運動会では

大縄跳びやリレー、ムカデなどの学年種目もあります。文化発表会では、学年や部活の

出し物の他に全員で合唱したりします。これらは、準備から運営まで全員で協力して行

います。また、宿泊行事も毎年あり、１年生は岩井か下田で臨海学校があります。２年

でスキー教室、３年は関西の修学旅行があります。これらの行事を通して学年の絆がよ

り深まるのです。

さて、豊渓中学校は、社会的な活動にも力を入れ、地域にも貢献しています。例えば

「広場の祭典」には、ニコニコボランティアとともに出店のお手伝いや準備のお手伝い

をします。私達はこのような地域の行事にも積極的に参加します。

ここまでは楽しいことを中心に伝えてきましたが、中学校生活で一番大切なことは何

だと思いますか。それは勉強です。小学校とは違い、教科も増え、より専門的になりま

す。定期テストもあります。これで、それまでの勉強の成果がわかります。授業で分か

らないことがあれば、放課後にＫ中ベーシックと言って自由に勉強していい時間があり

ます。その間は、先生が常にいらっしゃるので、すぐに質問ができます。それは、土曜

日にも行われることがあります。

最後に、明日からの実際の学校生活では何が起こるか分かりません。困ったときは、

ここにいらっしゃる先生方や先輩たちに相談してみて下さい。そして全員で協力してい

きましょう。そしてみんなで七十周年を迎える豊渓中学校をさらに発展させていきまし

ょう。

新入生のみなさん、本日は本当におめでとうございます。以上をもちまして、新入生

歓迎の言葉とさせていただきます。

平成二十八年四月七日 在校生代表 吉田航輝
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☆新入生 誓いの言葉☆

今日、ぼくたち新入生は、多くの期待と少しの不安を胸に決意を持って豊渓中学

校に入学します。新しい制服を着て、豊渓中学校の門をくぐり、すがすがしい気持

ちで「中学生になったのだ。」という思いをかみしめています。この日を迎えられ

たのも、小学校の先生や地域の方々、そしてここまで育て見守って下さった家族の

支えがあったからだと感謝しています。

僕は、小学校での運動会や音楽会などの行事を通じて、協力、努力することや、

助け合うということの大切さを学びました。この小学校生活で学んだことをしっか

りと胸に留め、中学校での運動会や文化発表会でそのことを生かして成功させ、行

事を盛り上げていきたいです。また、普段の中学校生活では、勉強と部活動の両立

をしたいと思います。勉強では、先生の話をよく聞き、家庭では、予習復習をしっ

かり行いたいと思います。部活動ではどんな部活に入ったとしても、一生懸命取り

組みたいと思います。

昨年で日本は、戦後七十年を迎えました。今は、食べ物が満足に食べることがで

きたり、学校に行けたりすることは、当たり前ですが、戦争中はそうではありませ

んでした。だから、中学校に行けることに感謝し、毎日を精一杯過ごしたいと思い

ます。

ご来賓の皆様、ぼくたちのために入学式にご出席いただきありがとうございまし

た。二年生、三年生の皆さん、勉強や部活動で色々なことを教えて下さい。先生方、

三年間ご指導お願い致します。これをもって、平成二十八年度新入生誓いの言葉と

致します。

平成二十八年四月七日 新入生代表 藤谷 太郎


